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1. 本誌 は ､物 性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を 自由 に発 表 し言寸諭 しあ い､ また､研 究 に関連 した一情報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇

載 内 容 は ､石汗究 論 文 ､ 研 究 会･･国際 会 議 な どの報 告 ､ 講 義 ノー ト､

研 究 に開通 した諸 問題 につ い ての意 見､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュー

ス を どてもす｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ い ては ､原則 と して審 査 を行 を い ませ

ん｡但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ また は掲 載 を拒 赤色す る こ とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の 学術 #_誌 に引用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private communication 扱 い に して下 さい ｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原 稿 用紙 を使 用 し､雑 誌 のペー ジ数 を節 糸勺す るため

に極 力簡i紫にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リ ジナ ル原稿 及 び コ ピー) 接 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､ 記 号 の 書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ッ ク =_ ''､ ゴシ ック …､"･"､ ギ リシ ャ文 字 …ギ"､

花 文 字 ､ 大 文 字 ､ 小 文 字 等 を赤 で指 定 して下 さいO 又特 に区 別 しに

くい O とaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､1(ェ ル)と1(イチ)､Ⅹと×(カ ケ

ル)､ uとV､ †(ダ ガ､-)と+ (プ ラ ス)､¢と卓とF'と¢ 等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さ ま らな い可 能性 の あ る長 い数 式 等 は 必 ず､改 行 の際

の切 れ 目 を赤 です旨定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印 刷 で き る もの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文 末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で 手旨走 して下 さい ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ A.

図 の説 明 を含 め 1頁 (13× 19cId) 以 内 に人 らを い もの ､ そ の ま ま印

刷 で きを い図 は原 則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ きます ｡

国 中 の 文字 は亨古宇 に い た しませ ん｡ 図 の説 明 は 別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡

7. 投 稿 後 の原稿 の言丁正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 御 希望 の 方 は投 稿 の際 に50部 以 上10部 単 位 で お申込 み下 さい.

別刷 代 は別刷 代 金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､ 別刷 を受]取っ

て か ら 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡ (郵 傾 切 手 に よ る.受付 は い た し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行詰 に掲 載 され ます ｡
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プレプ リント案内

〔九州大学理学部物理 川崎研〕

〟? Date. Title AtlthoT

2100 08..09 Ⅰnterferenc8.0fDirected Paths in Disordered E.Medina

Systems M.KardarY.S-bapir

2101 08.09 TTanSferMatrix Simurations of lnterfaces in M.Karder
Three DimensionalRandom Me_dia Y.Zhang

2102 08｣09 TheBurgers●Equation with Correlated Noise; E.Medina
Renormalization-Group Ahalysis,and ApplicatiOn T.Hwa
to Dir.ecte.dPolymers and InterfaceGrowth M.Kardar

2103 08.10 Structure andDynamic畠 ofDlslocations in E.B○denschatz

AnisotropicPattern-Forming Systems W.PeschL.Kramer

2104 08.10 TheorylofHexatic-to-Hexatic Transitions I.V.SellneerD.R.Nelsotl

･2105poe.10 Universalk4-behaviOr Of structuie function at71.Furukava

Separation

2106 08.10 ⅠnflnitelyManyCommensurate Phases.in an N.Ishimura
Adsorved System T.YAmamOto

2107 08..1~0 THE STATISTⅠCAL MECHANⅠCS OF MEMBRANES AND D.NPlson
ⅠNTERHACES

2108 08.10 THEOfiY OF THE CRUMPLⅠNG TRANSⅠTⅠON D.Nelson

Models in StatisticalMechanics M.Wada､tiY.Akutsu

2110 08.19 SLOW QUENCHⅠNG FOR A ID KⅠNETⅠC ⅠSⅠNG MODEL: R.Schilling
RESⅠDUAL ENERGY AND DOMAⅠN GROWTH

2111 08.29 Effect ofChain Association on the ViscOsity F.Tanaka
ofDilute ⅠonomerSolutions

2112 08.29 Theo.ry of,TheTmOreVerSibleGelation F.Tanaka

2113 08.30Chaos in Random,NeuralNetworks H.SOmpOlinskyA.CriSantiH.I.Sommers

Antiferrornagnetic HeisenbergModel

2115 09.12 Coherent-Anomaly MetI一〇d Applied to TheQuantum T.OGUCHⅠ
Helsent)ergModel H.KⅠTATANⅠ

2116 09.12 On t.he MArtensitic Trlansformation in fcc M.W.Long
ManganeseAHoys 5.The Accom.panying 冗.D.L○wde
Magnetic Transition M.Sakata

2117 09.12 Arlalytic Dynamics of the One-DimensionalTlgbtS.W.Lovesey
Binding Model(2):Bloch Electrons in a
RationalMagnetic Field

2118 09.24 QUANTUM LANGEVⅠN EQUATⅠON APPROACH TO THE T.TSUZUKⅠ-
DYNAMⅠCS OF A TWO-STATE SYSTEM.COUPLED TO A
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プレプリント案内

No Date. Tit.18 Author

2119 09.24 ⅠONⅠZATⅠONOFEXCⅠTEDHYDROGENATOMSBY R.Blumel
MⅠCROWAVEFⅠELDS..ATESTCASEFORQUANTUM U.SmilanSky
CHAOS

2120 09.28 StaticsandDynamicsoftheBenerdConvection H.Yahata
Rolls,in an Ⅰntermediate-Aspect-RatibVessel＼

212109.28 AMⅠCfiOSCOPⅠCTHEORYFORCROSS-LⅠNKED. P.GOldbart
MACⅠモOMOLECULES...Ⅰ. N.Goldenfeld
BfiOfくEN SYMMETfiY,RIGⅠDⅠTYANDTOPOLOGY

2122 09.28 AMICROSCOPICTHEORYFORCROSS-LⅠNKED P.GOldbart
M∧CROMOLECULES:ⅠⅠ. .REPLⅠCATHEOfiYOFTHE N.GOl.denfeld
TRANSⅠTⅠONTOTHESOLⅠDSTATE

2123 10.07 TheSoap.FrothRevisited; ∫.StaVans
DynamicScaljngJin theTwo-DimensionalFolth I.A.Gユazjet.

equation
2125 10.29 ONTHEt)YNAMICSOFATWO-STATE SYSTEMCOUPLED T.Tsuzuki

TOABOSONICBATH

2126 ll.19 n̂isotropiesoftheCosmicBackground∫ R.Fabbri

2127 ll.19_ANESSAYONTHERM̂LPHYSICS H.Umezada

2128 ll.21QuanturnLangBVinDynamicso.fa_Two-State T.TSuzuki
SystcmCoup】edtoaBosponicBath

2129 lL22 StochasticDynamicsofNew Inflation K.NakaoY.NambuM.Sasaki

2130 ll..22 Theory on dynamicsofentangled rOdll上e I.Teraoka
polymersbyuseofLamean-fieldGreenfunctionR.Hayakawa
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｢修士論文題 目･アブス トラクト｣原稿募集

掲 示 板

今年も修士論文の紹介として,題 目 ･アブス トラクトを物性研究に載せたいと思います｡

原則 としてはアブス トラクトの形でお送 り頂 くことをお願いします｡それが無理ならば題 目だ

けでも大学毎に一括 して送っていただければ結構です｡

｡期 日:1989年 4月 20日迄

｡送 り先 :〒606 京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内 物性研究刊行会

よろしく御協力頂きますようお願い致 します｡

｢修士論文｣募集

アブス トラクトとは別に本誌では今年の修士論文を,二,三編選び全文掲載 したいと思いま

す｡学術的な価値の高いもの,研究内容がユニークでおもしろいもののほか,研究は完成 して

いないが今後に興味ある問題提起を含むものや Review的な力作など特色のある修士論文を投

稿 して下さい｡原則 として 日本語で書かれたものを受けつけます｡

1. 募集締軒:1989年 4月 20日

2. 自薦,他薦は問わない｡

3. 論文のコピーを二部お送 り下さい (図,写真を含む場合は,図,写真を別につけていた

だいたほうが望ましい｡大きすぎる図,写真はできるだけそのまま印刷可能な大きさに

縮尺 した鮮明なものをお送 り下 さい｡)

4.採用,掲載致 しました論文の著者には別刷 50部,無料でさしあげます｡

物性研究 編集部
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科研費総合研究 ･一般研究の報告書の転載について

｢物性研究｣では,科研費総合研究の報告書の印刷を引き受け転載 してきましたが,本誌の

記事の中でも特に御好評をいただいてお ります｡つきましては,この企画を一般研究にも広げ

たいと思いますので,ぜひ御投稿あるいは御推薦下さいますようお願いします｡

Io既に印刷済みの報告書の場合-なるべく鮮明なものを2冊｡できればオリジナル原稿一式｡

o印刷も御依頼の場合-オリジナル原稿一式.

をお送 り下さい｡詳細は,本誌編集部までお問い合わせ下さい｡

物性研究 編集部
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編 集 後 記

11月3日の休日から日曜日にかけて,百万遍の古本祭りが例年通り開催されていた.神田

では r自粛Jとやらで中止になったらしいが,なにも ｢祭り｣がついているからといってドン

チャン騒ぎするわけでもなし,たとえそうであったにしても,たかが古本市,何はばかること

もあるまいと思うが,この時期に ｢自粛｣が流行L r天災｣とささやかれた事実だけは,学術

誌である本誌でもそれとなく記録にとどめておきたい気がする.もっとも当月号が発刊される

時点で厳粛なる ｢神体実験｣が継続しているかどうかわからないが,列島を覆っている今日の

言い知れぬ暗雲は,一人の人の命が解熱 こ近づいているときのそれとは似て非なるものである

と確信している.とはいうものの少なくとも子供に r今年のクリスマスは自粛だよ｣と,惑の

りさせてもらっている分だけの歴史的責任を,将来追求されてもやむを得まい. (H.T.)

********* ワ ー プ ロ 原 稿 歓 迎 **********

最近は研究会報告や投稿原稿をワープロで書き (?),そのまま投稿される例が増えてきま

した.ていねいに仕上げられたものなら,いわゆる Camera-ready庶塙として扱わせていただ

いています.統一規格は無くてもよいようなものですが,刷り上がりの体裁を考えますと,や

はりある程度そろっている方がいいと思います.いずれ様子をみて推奨規格を作りますが,当

分は汚字のページを規準にして以下のように仕上げてみてください.

(1)用紙はB5またはA4を縦に使用. (印刷はB5になります.)

(2)マージンはB5で,上下あわせて約50mm,左右あわせて約40mm.

(3)1ページに本文 31行,1行に全角文字で 42字.

ただし投稿原稿の場合,1ページ日だけは上下に2行分ずつ余白をとる.

(4)図や表は,本文中にスペースをとって張り込み,番号 ･見出しも付ける.

物 性 研 究 ~第 51巻第2号 (昭和63年11月号) 1988年11月20日発行

発行人 ′ト 貫 明 〒606 京都市左京区北白川追分町
京都大学湯川記念館内

印刷所 昭 和 堂 印 加 所 〒 606 京 都 市 百 万 辺 交 叉 点上ル東側
T E L (075) 721- 4541-3

発 行所 物 性 研 究 刊 行 会 〒 606 京 都 市 左 京 区 北 白 川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

年額 ′15,600円
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編 集 後 記

11月3日の休日から日曜日にかけて,百万遍の古本祭りが例年通り開催されていた.神田

では r自粛Jとやらで中止になったらしいが,なにも ｢祭り｣がついているからといってドン

チャン騒ぎするわけでもなし,たとえそうであったにしても,たかが古本市,何はばかること

もあるまいと思うが,この時期に ｢自粛｣が流行L r天災｣とささやかれた事実だけは,学術

誌である本誌でもそれとなく記録にとどめておきたい気がする.もっとも当月号が発刊される

時点で厳粛なる ｢神体実験｣が継続しているかどうかわからないが,列島を覆っている今日の

言い知れぬ暗雲は,一人の人の命が解熱 こ近づいているときのそれとは似て非なるものである

と確信している.とはいうものの少なくとも子供に r今年のクリスマスは自粛だよ｣と,惑の

りさせてもらっている分だけの歴史的責任を,将来追求されてもやむを得まい. (H.T.)

********* ワ ー プ ロ 原 稿 歓 迎 **********

最近は研究会報告や投稿原稿をワープロで書き (?),そのまま投稿される例が増えてきま

した.ていねいに仕上げられたものなら,いわゆる Camera-ready庶塙として扱わせていただ

いています.統一規格は無くてもよいようなものですが,刷り上がりの体裁を考えますと,や

はりある程度そろっている方がいいと思います.いずれ様子をみて推奨規格を作りますが,当

分は汚字のページを規準にして以下のように仕上げてみてください.

(1)用紙はB5またはA4を縦に使用. (印刷はB5になります.)

(2)マージンはB5で,上下あわせて約50mm,左右あわせて約40mm.

(3)1ページに本文 31行,1行に全角文字で 42字.

ただし投稿原稿の場合,1ページ日だけは上下に2行分ずつ余白をとる.

(4)図や表は,本文中にスペースをとって張り込み,番号 ･見出しも付ける.
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会 の会 費 は前幕内制 を とっ て い ます｡ した が って､ 3月未 ま

で にな るべ く 1年 間分 会･費 を御 支払 い下 さい｡

な お新 規 入 会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費以外 に入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい ｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月号 ～ 9月号 )

2nd volume (10月号 - 3月号 )

4,200円

4,200円

計 8,400円

(1年 分 ま とめ て お支払 いが囲 錐 の 向 きは 1volume 分 ず つ で も

結構 で す)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京 都 1-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

を お通信 欄 に送 金 内容 を必 ず､明 記 して下 さい｡

雑 誌 購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､必 ず会 員 本

人 の名 前 を明記 して下 さい ｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の volume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か 在 らず-｢退 会届 ｣ を送付 して下 さ い ｡ ｢

4. 会 費 の 支払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と して は､正 当 な理 由 を く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す るこ と に な

って い ます の で･御 留 意 下 さい ｡

5. 一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人宛 送 本 中 に大 学 等 で一括 配 布 を.受け

る様 に な った場 合 は､ 必 ず ｢個 人 宛 送 本 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の 逮

知 を して下 さい｡ 逆 の場 合 も同 様 で す｡

6. 送 本 先 変更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の変 更 等 に よ り送 本 先 が変 った

場 合 は ､必 ず送 本 先変 更 届 を操 出 して下 さい｡

学校 ､研 究 所 等機 関 会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究 所 等 で の入 会･及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会月 とみ な し､代金 は､ 1冊 1,300円 ､ 1Vol.7,800円 ､

年 間 15,600円 で す ｡ この場 合 ､入 会 金 は不用 で す｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の 支払 いは後 払 いで も結構 で す｡ 入会申 込 み を され る時 ､支孤

い に 請 求 ､ 見積 ､納 品 書が各何 通 必要 か をお知 らせ下 さい｡

な お､ 当会 の請 求 書類 で は支払 い が で きを い様 で した ら､貴 手交､

貴 研 究 機 関 の請 求 書類 を送付 して下 さい ｡

2･ 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 に あ る volumeの途 中送本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 合 され る場 合 には ､ 1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会 届｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい O

物 性 石井究 刊 行･会

〒606京 郡 市左 京 区北 白川追 分 町 京都 大 学湯 川 記念館 内

℡ (075)751-2111内線 7051 (075)722-3540(直 通)
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